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ハムスターの下顎中切歯部唇側歯肉に45 0， 550 , 65 0 , 75 0 C 各20秒の温熱刺激を加え，その場合の肉
眼，および，来E織所見を基にして，それに対する血管形態変化と血流動態との関連を検討した。歯肉
微細血管の形態観察は，毛細血管顕微鏡撮影装置を用いて刺激前，および，刺激後 1 分より 4 時間に
わたって写真撮影を行ない，細動脈と細静脈の血管径の変化の割合をしらべた。血流量測定は，刺激








を使用することにした。 ii) 無刺激群と 3TC20秒刺激群ともに，実験時間内では，歯肉は肉眼的，
および，手H織学的にも，血管の形態的，または，血流量においても変化を示さないことが判ったので，










このとき，細動脈，細静脈は持続的な拡張を呈し，同じ病的状態でも 55 0C の場合のような細動脈の収




刺激直後より減少し， 55 0 C , 65 0C の場合より一層強く減少することが確認された。
以上総括すると，ハムスター歯肉に温熱刺激を加えた場合，歯肉が正常な場合は，血管形態，およ
び，血流量は刺激に対して一過性に変化を示すだけで，その後は対照群と同様の所見を示した。一方，
組織学的に病的変化が認められるようになると，血管形態変化，および，血流量変化は持続的となっ
た。また，血流量は病的状態では常に減少し，歯肉の障害が大きいほど一層減少した。しかし，血管
形態変化は病的状態でも常に同一の反応パターンを示すものとは限らなかった。
以上のことから，血管形態の観察に加えて血流動態を知ることは，歯肉の状態をより正確に把握す
るために大いに必要で、あると考えられ，したがって133Xeクリアランス法によって歯肉の血流量を測定
することは，歯周病の予防など歯肉の状態を推察するための臨床応用への可能の示唆が得られたもの
と考えられる。
論文の審査結果の要旨
本研究は， 4 種の温度差をもった温熱刺激を歯肉に加え，局所の肉眼的，組織学的所見と関係づけ
て， 133Xe により歯肉の血流動態を微細血管の形態変化と対比して検討したものである。
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その結果，歯肉の微細血管は加えられた刺激温度によって起こされた組織変化に関係して，血管の
収縮，拡張などの所見を示すが，血流量は組織学的所見の上で炎症がみられるようになると，その軽
重に比例して，血管の形態的変化とは関係なく，血流量が減少することを明らかにした。未開拓であ
った歯肉における血流量の測定を開発した点で価値ある業績であると認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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